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【目的】第25回秋季学術大会 に お い て，肝腫瘤病変 に 対するSubsecond　CT を用 い たHigh　pitch　Helical　scan の 有用性 につ い て報告 した．

今回は 膵臓 ，腎 臓 な どの thin　slice が 必 要な部位 に 対 して，　 High　pitch　Helical　scan を施行 したの で 基 礎 的検討を含 め ，臨床的有用性 を

報 告 す る．

【使 用装 置】CT 装置 ：GE 横河 メ デ ィ カ ル 社　ProSeed 　SA 　　画像解析装 置 ：Advan ［age 　Wind 。ws2 、O　　フ ァ ン トム ：京都 科学社　
ヘ

リ カ ル CT テ ス トフ ァ ン トヱ、　HT 型　高 速CT 性能評価 用楕円 フ ァ ン トム　　線量計 ：Radca ］　corporation 　9010型　プロ
ー

ブ　90× 5−10，3（rr

【方法お よ び 結果】

1，基 礎 的検言・1
．

ヘ リ カ ル フ ァ ン 1・ム を使 用 して，Helical　pitchl．0
−−2．eま で 段 階 的 に 変化 させ ，　 a ）〜c ）に つ い て 評価 した．

a ）実効ス ラ イ ス 厚 ：微小球体法 に て 得 られ た 5mmTH 、3mmTH の ス ラ イス 感 度 プ ロ フ ァ イル （以 下 ，　 SSPz）よ り半値幅（FWHM ），1110

値幅（FWTM ）を測 定 した ．　IEC の 不 変性 試 験の 基準 値 を参 考 に，　FWHM ・FWTM を評 価 す る と5mmTH で は テ
ーブル ス ピード7mm ，

3n】mTH で は 4．5mm まで が 許容範囲 と な る、　 Pitch ：寝台移動速 度／X 線 ビ ーム 幅 （Table　l｝

b）ノ イズ ：均
一

性測定用 フ ァ ン トム を使用 し て，SD に よ る 評 価 を行 っ た．　pltchの 変 化 に よ るSD ，　 CT 値 の 変化 は なか っ た．

c＞低 コ ン トラス ト分解．能 ：低 コ ン トラ ス ト分 解 能測 定 用 フ ァ ン トム を用 い て 各pitch2［tl］の ス キ ャ ン を行 い ，　 Cr 値差 596の 5，7．5，　 IOmrn

の 模擬腫蕩 3 点，計 6pointの cT 値 お よ び ，周囲 の cT値 を測 定 し，白石 氏 らの 提 案す る Roc 曲線下 の 面 積 に よ る密度分 解能 の 比較 を

行 っ た．5mmTH で テ
ーブ ル ス ピー

ド 7．5mm （P＝＝O、043＞以 上，3mmTH で 4．5mm 〔P＝0．003）以．．ヒの と きcenve 、scan と比 較 して 有 意差 を認

め た （P＜0．05＞．

5mmTH は7．Omm 　3mmTH は4．Ollln】が 臨床上 画質劣化 を起 こ さな い テ
ーブ ル ス ピー一

ドの ヒ限 で あ る．

2．臨 床的 評価 　フ ァ ン トム 実験 の 上 隈値（High　pitch）と 1、Osec　scan 　pitch1、O（従 来法 ）に て，　 d）一一・g）に つ い て 評 価 し た ．

d）高速CT性能評価用楕円 フ ァ ン トム の 撮 影を行 い
， 得 ら れ た画像 を10人で 視 覚的 に 比 較 を行 っ た．　 High　pltchと従 来法 の 画 質 に は ，

有意差 は認め られ な か っ た，臨 床画像 の 比較で も画質の 劣化は 認め ら れ な か っ た．

e ）膵 臓 造影早 期相に お ける 大動脈 と膵実質の CT 値 変 化 ：造影剤 90mlを2〜3ml／see で 静注，4〔〕sec 後 よ り　scan を 開始 した．　High　pitchは

大動脈，膵実質 と もに 20％ 以 内 の CT 値変 動で ある が，従来法で は 膵実質で 約3  ％ の 変 動が あり，大 動脈で は最 大 CT 値 の 50 ％ まで 低

下 した．膵臓 癌 の 検出は腫瘍 を低濃度 と して 検出す るため，造 影 に よ り正常膵実質 を高濃度に 保つ こ とが 重要 で ある．従来法で 多少，

低 濃度を示す こ とが ある が
．
卜分 な造影効 果 で あ る，しか し，大動脈の 濃度低下が 著明 な従 来法 で は 血 管 と腫瘍の 関係 が 捉 らえ に く く

な る （Fig．1）．

f＞被 曝 線 量 ：楕円 フ ァ ン トム を使用 して，中心 で の 照 射線量 をCT 用 電離箱に て 測定 した，　HTD 匸の 比 較で は，　High　pilchは従 来 法 よ り，

5mmTH で 28 ％，3rnmTH で 23％ 減少 した （Fag．2）．

g）肝臓D 。 uble 　phase　scan で の 造影剤使用量の 削減 ：2 か ら 6 カ月 間 に 同
一

検査 を施行 した 10例 を対象に 2 回 目 の 造影剤量 を前回の 80

96に削減 し，造影能を比較 した．大動脈 で多少，低下 する が そ の 他は有意 な差 は 認め られ ない ．造影剤量 に依存す るdeiayed　phaseで

の 肝 実質の 濃度 も十 分 に 保 たれ て い る （Fig．3）．

【考察】subsecond ・CT を用い たHigh 　pitch　Helical　scan は臨床上，非常 に 有用で ある一
方，医療 被 曝 の 軽減もで き，被検者に と っ て や さ

しい 検査 に な り得る ．
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